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連携中枢都市宣言 

 

我が国は今、本格的な人口減少・超高齢社会に突入し、時代の大きな転換期を迎

えています。平成 27 年国勢調査の結果によると、日本の総人口は、調査開始以来

初めて減少に転じ、また、現状の人口動態が続くとすれば、約 40 年後には 8,700

万人程度の人口になるとの推計もなされております。人口減少社会の到来は、まさ

に、地域経済の縮小、生活利便性の低下等をもたらし、地域社会の持続可能性にと

って、大きな脅威となると想定されています。 

このようなことから、国においては、人口減少に歯止めをかけ、東京圏への過度

な人口集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保し、将来にわたって活

力ある日本社会を維持していくことを喫緊の課題と位置付け、「まち・ひと・しご

と創生総合戦略」の中で、定住自立圏や連携中枢都市圏の形成といった市町村間の

連携を推進することとしています。行政区域の枠を超えた広域連携の取組は、今後、

ますます、重要性を増していくものと考えられます。 

広域連携に関し当市では、気候・風土・歴史等を共有する圏域７町村(三戸町、

五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町)と、八戸地域広域市町村

圏事務組合を構成し、広域的課題に対応すべく、消防、ごみ処理等の事務の共同処

理を推進しております。平成 21 年度には、全国では２番目、青森県内では初とな

る定住自立圏形成協定を圏域７町村と締結し、圏域全体の生活関連機能サービスの

向上を図るべく、ドクターカーの広域運行や路線バス上限運賃化など各種連携事業

を積極的に展開してまいりました。 

この度、平成 29 年１月１日、当市は中核市に移行し、連携中枢都市圏の連携中

枢都市としての要件を満たすこととなりました。連携中枢都市圏の目的は、人口減

少・少子高齢社会の中にあっても、一定の圏域人口を有し、活力ある経済圏・生活

圏を維持・形成していくことにあります。八戸圏域で連携中枢都市圏を形成するこ

とは、圏域全体の一体的発展に繋がるものであり、八戸圏域にとって、大きな飛躍

の好機になると考えております。 

八戸圏域には、豊かな自然、魅力溢れる観光資源、この土地の風土に育まれた高

品質で多彩な農畜産品、三陸沖の好漁場から水揚げされる新鮮な魚介類、豊かな食、

歴史・文化など、全国に誇るべき数多くの地域資源を有しています。また当市には、

北東北随一の集積を誇る工業、八戸港を利用した国際貿易、日本有数の水揚量と加

工業の集積を持つ水産業、地域の食糧供給を担う農業など、多種多様な産業が展開

しており、当市を含めた八戸圏域は成長・発展の可能性に満ちた地域であります。 

このことから当市は、八戸圏域連携中枢都市圏の連携中枢都市として、八戸圏域

の潜在力を引き出し、地域に新しい価値を創り出し、ここに暮らす住民が、将来へ

夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営むことができるよう、経済成長

のけん引、高次の都市機能の集積・強化、生活関連機能サービスの向上に努め、人

口減少の中にあっても、活気ある持続的社会の実現に向けて、中心的役割を担う決

意であることをここに宣言します。 

 

平成２９年１月４日 
 

八戸市長 小 林  眞  



１ 連携が想定される町村の名称及び当市に対する通勤通学割合 

（１）連携が想定される町村の名称 

三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町 

 
 
（２）当市に対する通勤通学割合 
                              単位：％ 

 

 

 
 

出典：平成22年国勢調査（総務省統計局） 

 

 

２ 人口総数及び昼夜間人口比率  

出典：平成22年国勢調査（総務省統計局） 
 
 

 

３ 圏域の現在の人口と将来推計人口                     単位：人 

年 
 

市町村名 

平成22年 

国勢調査人口 

国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口 

平成 27 年 平成 32 年 平成 37 年 平成 42 年 平成 47 年 平成 52 年 

八戸市 237,615 
229,177  
【231,257】 

219,873 209,088 197,421 185,223 172,744 

三戸町 11,299 
10,396  

【10,135】 
9,556 8,705 7,892 7,122 6,401 

五戸町 18,712 
17,385  

【17,433】 
16,101 14,795 13,517 12,280 11,045 

田子町 6,175 
5,606  

【5,554】 
5,077 4,569 4,093 3,660 3,259 

南部町 19,853 
18,345  

【18,312】 
16,931 15,507 14,153 12,873 11,639 

階上町 14,699 
13,971  

【14,025】 
13,241 12,461 11,675 10,869 10,018 

新郷村 2,851 
2,588  

【2,509】 
2,337 2,091 1,871 1,668 1,478 

おいらせ町 24,211 
24,206  

【24,222】 
23,856 23,347 22,735 22,032 21,239 

圏域 335,415 
321,674  
【323,447】 

306,972 290,563 273,357 255,727 237,823 

注）平成27年の【】内数値は国勢調査確定値 

出典：日本の地域別将来推計人口(平成25年３月推計)(国立 
 社会保障･人口問題研究所)､国勢調査(総務省統計局) 

  

町村名  

区分 
三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 

通勤通学割合 9.4 25.6 4.0 28.4 61.8 8.1 21.6 

市町村名  

区分 
八戸市 三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 合計 

人口総数 （人） 237,615 11,299 18,712 6,175 19,853 14,699 2,851 24,211 335,415 

昼夜間人口比率 

（％）  
105.1 100.0 90.3 98.3 85.3 73.1 91.7 86.7 ― 



４ 都市機能の集積状況 

（１）医療 

① 自治体病院・診療所の概要 

診療科名  

分類及び名称 診療科名 

病院 

 

八戸市立市民病院 

消化器科・内科、消化器内視鏡科、化学療法科、循環器科・内科、 

呼吸器科・内科、腎臓内科、内分泌糖尿病科・内科、神経内科、小児科、

外科、乳腺外科、小児外科、形成外科、呼吸器外科、脳神経外科、 

心臓血管外科、整形外科、リハビリテーション科、皮膚科、泌尿器科、 

産科、婦人科、耳鼻いんこう科、眼科、精神神経科、麻酔科、 

放射線科、歯科口腔外科、緩和医療科、病理診断科、 

救急科（救命救急センター）、総合診療科 

三戸中央病院 
内科、婦人科、総合診療科、整形外科、小児科、泌尿器科、眼科、 

耳鼻咽喉科、皮膚科 

五戸総合病院 
内科、外科、産婦人科、眼科、小児科、耳鼻いんこう科、整形外科、 

脳神経外科、皮膚科 

南部町医療センター 
内科、外科、循環器内科、小児科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、 

アレルギ－科、肛門外科、眼科、歯科 

おいらせ病院 内科、外科、整形外科、小児科、皮膚科 

診療所 

 

八戸市休日夜間急病

診療所 
内科、小児科、外科 

南郷診療所 内科、歯科 

川内診療所 内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科 

倉石診療所 内科、小児科、胃腸科、皮膚科 

田子診療所 内科、小児科、外科、整形外科、泌尿器科 

新郷診療所  内科 

出典：各市町村等ホームページをもとに作成（平成28年６月１日現在） 

② 自治体病院の医療機関指定の状況 
病院名  

指定の区分 

八戸市立 

市民病院 

三戸 

中央病院 

五戸 

総合病院 

南部町 

医療センター 

おいらせ 

病院 

救命救急センター ●     

地域周産期母子医療センター ●     

病院機能評価認定病院 ●     

地域医療支援病院 ●     

地域がん診療連携拠点病院 ●     

医師臨床研修指定病院 ●     

第二種感染症指定医療機関 ●     

救急告示病院 ● ● ● ● ● 

へき地医療拠点病院  ●    

第二次救急医療機関 ●     

第三次救急医療機関 ●     

災害拠点病院 ●     

  出典：青森県ホームページをもとに作成（平成27年３月31日現在） 



③ 八戸市内の主要病院の利用者（患者）数 

区分 

 

 

病院名 

病床数 

(床) 

診療科数 

(科) 

種別 

 

地域別 

 

患者数 

(人) 

構成比 

(％) 

   
入院 

八戸市内 130,916 65.7 

八戸市立市民病院 608 32 

八戸市外 68,323 34.3 

外来 
八戸市内 181,622 70.4 

      八戸市外 76,347 29.6 

   
入院 

八戸市内 72,379 57.6 

八戸赤十字病院 434 20 
八戸市外 53,285 42.4 

外来 
八戸市内 115,898 59.2 

      八戸市外 79,827 40.8 

   
入院 

八戸市内 60,881 71.9 

青森労災病院 472 22 
八戸市外 23,743 28.1 

外来 
八戸市内 129,814 76.7 

      八戸市外 39,492 23.3 

注）青森労災病院の病床数:平成27年4月1日～平成27年6月30日(474床)､平成27年7月1日～平成28年3月31日（472床) 

出典：平成27年度各病院調べ 

  

 

④ 八戸市内病院への救急車による患者搬入状況              単位：人 

区分 

  

病院名等 

八戸広域消防管内 その他 合計 

八戸市立市民病院 5,301 302 5,603 

八戸赤十字病院 2,820 144 2,964 

青森労災病院 1,012 26 1,038 

救急指定病院・その他 637 19 656 

 出典：病院業務概要（平成27年度実績版）（八戸市立市民病院）  



（２）高等教育機関、研究機関・産業支援機関等 

① 高等教育機関（大学、短期大学、高等専門学校）と学生数          単位：人 

分類 名称 学部・学科名 学生数 

大学 

私立 八戸工業大学 

工学部 

機械情報技術学科 206 

1,126 

電気電子システム学科 143 

システム情報工学科 255 

バイオ環境工学科 142 

土木建築工学科 239 

感性デザイン学部 感性デザイン学科 141 

大学院 

工学研究科 
(博士前期課程) 

機械・生物化学工学専攻 0 

電気電子・情報工学専攻 5 

社会基盤工学専攻 0 

工学研究科 
(博士後期課程) 

機械・生物化学工学専攻 1 

電気電子・情報工学専攻 0 

社会基盤工学専攻 2 

私立 八戸学院大学 

ビジネス学部 ビジネス学科 246 

625 
健康医療学部 

人間健康学科 310 

看護学科 69 

短期大学 私立 八戸学院短期大学 － 

幼児保育学科 203 

400 ライフデザイン学科 41 

看護科 156 

高等専門 
学校 

国立 
八戸工業高等 
専門学校 

－ 

産業システム工学科 323 

904 

機械工学科 123 

電気情報工学科 128 

物質工学科 132 

建設環境工学科 127 

専攻科 

産業システム工学専攻 70 

機械･電気システム工学専攻  1 

物質工学専攻 0 

建設環境工学専攻 0 

合  計  3,055 

出典：平成28年度学校一覧（平成28年５月現在 青森県教育委員会）   
 

② 研究機関・産業支援機関等 

分類 機関・施設名称 所在地 

八戸市 八戸市農業経営振興センター 八戸市 

民間・その他 

株式会社 八戸インテリジェントプラザ 八戸市 

公益財団法人 八戸地域高度技術振興センター 八戸市 

一般財団法人 八戸地域地場産業振興センター 八戸市 

地方独立行政法人 青森県産業技術センター 八戸地域研究所 八戸市 

地方独立行政法人 青森県産業技術センター 食品総合研究所 八戸市 

地方独立行政法人 青森県産業技術センターりんご研究所 五戸町 

  出典：青森県産業立地ガイド及び八戸市資料（いずれも平成28年６月現在）  



（３）文化・スポーツ施設 

① 文化・スポーツ施設の立地状況                  単位：施設              
市町村名  

 
区分 

八戸市 三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 合計 

文化施設 14 4 3 2 6 7 2 8 46 

スポーツ施設 37 8 13 8 14 6 5 11 102 

出典：各市町村ホームページをもとに作成（平成28年６月１日現在） 

 

② 公立図書館の利用状況                         

区分 

市町村名･図書館名 
蔵書数 貸出数 

八戸市 

八戸市立図書館 448,774 663,665 

八戸市図書情報センター 5,886 52,479 

八戸市立南郷図書館 50,787 66,422 

三戸町 三戸町立図書館 42,316 25,761 

五戸町 五戸町図書館 100,948 51,342 

田子町 田子町立図書館 35,167 22,782 

おいらせ町 おいらせ町立図書館 48,588 47,960 

出典：平成27年青森県統計年鑑、平成27年度青森県の図書館 

 

（４）商業施設 

大規模小売店舗（店舗面積が10,000㎡以上）               単位：㎡ 

出典：八戸市調べ（平成28年） 

 

店舗名・面積  

市町名 
店舗名 店舗面積 

八戸市 

ピアドゥ 25,400 

ラピア 22,510 

中合三春屋店 15,584 

さくら野百貨店 15,227 

Cino(チーノ) 14,005 

シンフォニープラザ沼館 14,214 

おいらせ町 イオンモール下田 53,000 



（５）交通 

 ①  鉄道                               単位：人 

1日平均乗車人員 

運行会社・駅名 

1日平均乗車人員 

定期外 定期 合計 

東日本旅客鉄道株式会社 

八戸（新幹線） 2,982 367 3,349 

八戸（八戸線） 3,169 1,322 4,491 

本八戸 542 646 1,188 

陸奥湊 95 53 149 

鮫 154 177 331 

出典：東日本旅客鉄道株式会社（平成27年度） 

単位：人 

1日平均乗降人員 

運行会社・駅名 

1日平均乗降人員 

定期外 定期 合計 

青い森鉄道株式会社 

 

向山 15 33 48 

下田 149 462 611 

陸奥市川 84 296 380 

八戸 1,640 1,258 2,898 

北高岩 17 25 42 

苫米地 42 155 197 

剣吉 88 397 485 

諏訪ノ平 20 56 76 

三戸 152 351 503 

目時 14 14 28 

注）目時駅､八戸駅にはＩＧＲいわて銀河鉄道株式会社及び東日本旅客鉄道株式会社の乗降人員は含まれない｡ 

注）東日本旅客鉄道株式会社については、乗車人員（乗車のみ）で算出。青い森鉄道株式会社については、乗降 

人員（乗車、降車）で算出。 

  出典：青い森鉄道株式会社企画営業部営業課（平成27年度） 

 ②  路線バス                                            単位：人 

輸送人員 

運行会社 
輸送人員 

八戸市交通部 4,266,609 

南部バス株式会社 2,047,329 

十和田観光電鉄株式会社 257,635 

合計 6,571,573 

注）高齢者等特別乗車証、高速バス､コミュニティバスの利用者を除く、上限運賃対象路線に係る数値 

出典：八戸市調べ（平成27年度） 

③ インターチェンジ 
所在地 名称 

八戸市 八戸北ＩＣ、八戸ＩＣ、南郷ＩＣ、八戸是川ＩＣ、八戸南ＩＣ 

階上町 種差海岸階上岳ＩＣ、階上ＩＣ 

おいらせ町 三沢十和田下田ＩＣ、下田百石ＩＣ 

出典：八戸市調べ（平成 28 年） 

④ フェリー                             単位：人 

乗込･上陸人数 

運行区間 
乗込 上陸 合計 

八戸～苫小牧 85,941 81,319 167,260 

  出典：平成27年八戸港統計年報（青森県三八地域県民局地域整備部八戸港管理所） 



（６）地域資源の状況 
  

    市町村名 

 

 

分野 

八戸市 三戸町 

自然景勝地 ・三陸復興国立公園 (種差海岸・蕪島) 

・三陸ジオパーク 

・みちのく潮風トレイル 

・八戸市民の森「不習岳」 

 

・城山公園 (県立自然公園) 

歴史・民俗 ・櫛引八幡宮 

(国宝 赤糸縅鎧兜大袖

付､白糸縅褄取鎧兜大

袖付) 

・清水寺観音堂 

・八戸市埋蔵文化財 

センター 是川縄文館 

（国宝 合掌土偶） 

・史跡根城跡 

・史跡是川石器時代遺跡 

・旧島守発電所保存公園 

 

・一里塚ポケットパー
ク 

・旧河内屋橋本合名会
社 

・更上閣（主屋等） 
・新むつ旅館（本館） 
・八戸酒造 
（店舗兼主屋等） 
・八戸えんぶり 
・八戸三社大祭 
・加賀美流騎馬打毬 
・鮫の神楽 
・法霊神楽 

・城山公園(三戸城) 

・関根の松 

・奥州街道、駕籠立場(一里塚) 

・斗内千人塚 

・泉山の登拝行事 

・佐藤家建造物 

・斗内獅子舞 

スポーツ施設 ・長根公園 

（長根パイピング 

リンク等） 

・新井田公園 

（八戸市新井田 

インドアリンク） 

・東運動公園 

・南部山健康運動公園 

・八戸市多賀多目的運 

動場 

・八戸市屋内トレーニ

ングセンター 

・カッコーの森エコー 

ランド 

・三戸町スポーツ文化福祉 

複合施設（アップルドーム） 

・町民体育館 

・サン・スポーツランド三戸 

・勤労者体育センター 

・松原運動公園 

・三戸パークゴルフ場 

芸術文化施設 ・八戸市公会堂 

・八戸市美術館 

・八戸市博物館 

・安藤昌益資料館 

・南部会館 

・羽仁もと子記念館 

・南郷文化ホール 

・ジャズの館 

・南郷歴史民俗資料館 

・歴史民俗資料館 

・アップルドーム｢馬場のぼるの部屋｣ 

レクリエーション 

施設 

・八戸公園 

(こどもの国､植物公園) 

・白浜海水浴場 

・蕪島海水浴場 

・水産科学館マリエン   

 ト 

・長者まつりんぐ広場 

・山の楽校 

・勤労青少年ホーム 

・金洗沢公園 

・城山公園 

産直施設 ・八菜館 

・道の駅なんごう 

・朝もやの館 

・道の駅さんのへ 

・ＳＡＮ・ＳＵＮ産直ひろば 

・農産物加工センター 

会所場 ・まちの駅 

・八戸ポータルミュージアム 

・まちの楽校 

その他 ・グレットタワーみなと 

・世増ダム（青葉湖） 

・八戸石灰鉱山 

（八戸キャニオン） 

・八食センター 

・ユートリー 

・中央卸売市場 

・市営魚菜小売市場 

・朝市文化 

（館鼻岸壁朝市等） 

・横丁文化 

（みろく横丁等） 

・青森伝統工芸品 

 (八戸焼、南部裂織、南

部菱刺し、八幡馬、南

部姫麹、えんぶり烏帽

子、南部総桐箪笥) 

・八戸せんべい汁 

・八戸前沖さば 

・八戸ブイヤベース 

・南郷そば 

・三戸望郷大橋 

・太子食品工業㈱ 

・青森伝統工芸品 

 (南部総桐箪笥) 

・つつけ（かっけ） 

・ひっつみ 

・三戸せんべい 

・くしもち 

・ジョミ（ガマズミ） 



  

     市町村名 

 

 

分野 

五戸町 田子町 

自然景勝地 ・桜沼公園 

・日本一のカシワの木 

・槍沢のしだれ桜 

・みろくの滝 

・大黒森の山つつじ 

・四角岳 

・白萩平 

歴史・民俗 ・旧圓子家住宅 

・石沢の駒踊り 

・江渡家住宅 

・五戸代官所 

・奥州街道 

・新山神社 

・中市城址 

・寶福寺 

・五戸町消防団第一分団屯所 

・明治天皇行在所 

・舘町神楽舞 

・中市神楽舞 

・五戸えんぶり 

・奇峰学秀の仏像 

・若宮八幡宮（亀千代最期の地） 

・旧橋本家住宅 

・田子神楽 

・真清田神社 

・蛇王の松 

スポーツ施設 ・ひばり野公園（陸上競技場〈天然芝サ

ッカーコート〉、野球場、人工芝サッ

カー場、テニスコート） 

・五戸ドーム 

・倉石スポーツセンター 

・創遊村２２９スキーランド 

・農業者トレーニングセンター 

・町民プール 

・農山村広場 

芸術文化施設 ・歴史みらいパーク 

（図書館、木村秀政ホール） 

 

・民俗資料館 

・タプコピアンプラザ 

 （図書館、ホール） 

レクリエーション 

施設 

・たんぼのゆっこ 

・五戸まきば温泉 

・小渡平公園 

・倉石温泉 

・ふれあい体験の郷 

・牧内森林公園 

・ひばり野ダリア園 

・正子のチューリッぷ園 

・タプコプ創遊村 

・大雷鉢砂防愛ランド 

・みろくの滝親水公園 

産直施設 ・ふれあい市ごのへ 

・夢の森ハイランド 

・ＪＡ八戸ごのへ直売所 

・ガーリックセンター 

・JA八戸田子ストア 

・関所の茶屋 

・産直たっこや 

会所場  

 

 

 

その他 ・八戸酒類㈱五戸工場 

・㈱菊駒酒造 

・青森伝統工芸品 

(五戸ばおり、南部菱刺し、南部裂織) 

・倉石牛 

・馬肉料理 

・青森シャモロック 

・五戸町を応援するキャラクター「ばお

るくんとみらいちゃん」 

・サンモールたっこ商店街 

・たっこにんにく 

・田子牛 

・ガーリックステーキごはん 



  

     市町村名 

 

 

分野 

南部町 階上町 

自然景勝地 ・名久井岳 

・法光寺の千本松 

・三陸復興国立公園 

(階上岳、階上海岸) 

・三陸ジオパーク 

・みちのく潮風トレイル 

歴史・民俗 ・南部利康霊屋 

・南部利直霊屋 

・史跡聖寿寺館跡 

・白華山 法光寺 

 承陽塔(三重の塔) 

・福田上えんぶり組 

・南部手踊り 

 

 

・鳥屋部えんぶり 

・赤保内駒踊り 

・平内鶏舞 

・平内えんぶり 

・田代えんぶり 

・道仏神楽 

・寺下観音 

スポーツ施設 ・名川B＆G海洋センター 

・ふるさと運動公園 

・スパークながわ 

・モーターランドSP 

・ふくちアイスアリーナ 

・町民体育館 

・石鉢ふれあい交流館 

・町民プール 

・八戸カントリークラブ 

・中央体育館 

・町民体育館 

・あおぞらテニスコート 

・道仏交流センター 

芸術文化施設 ・南部芸能伝承館 

・名久井焼見学院窯陶芸の森美術館 

・楽楽ホール 

・民俗資料収集館 

・道仏交流センター 

レクリエーション 

施設 

・ふくちふれあい体験農園 

・名川チェリリン村 

・長谷ぼたん園 

・ふるさとの森公園 

・バーデハウスふくち 

 

・ふるさと河川公園 

・階上岳つつじの森キャンプ場 

・ハートフルプラザはしかみ 

・わっせ交流センター 

・交流の森広場 

産直施設 ・ふくちジャックドセンター 

・名川チェリーセンター 

・そばの里けやぐ 

・なんぶふるさと物産館 

・道の駅はしかみ 

・フォレストピア階上 

・わっせ交流センター 

会所場  

 

 

 

その他 ・南部町営地方卸売市場 

・ボートビアなんぶ 

・ゼネラル・レクラーク 

・食用菊（阿房宮） 

・いちご煮 

・階上早生階上そば 

・早生そば加工品 

（焼酎、シフォンケーキ等） 

・階上町シンボルキャラクター「はし 

かみキッズ」 

 



     市町村名 

 

 

分野 

新郷村 

 

 

 

おいらせ町 

 

 

自然景勝地 ・水芭蕉群生地 

・迷ヶ平自然休養林 

・日本一ダケカンバ(樹木) 

・水と緑の森「平子沢」 

・戸来岳 

・十和利山 

・権現の滝 

・長寿日本一の根岸の大いちょう 

・間木堤白鳥飛来地 

・いちょう公園 

（自然散策道） 

歴史・民俗 ・金ヶ沢鶏舞 

・ナニャドヤラ 

・キリストの里公園（キリストの墓） 

・大石神ピラミッド 

・三嶽神社（戸来、西越） 

・長泉寺（金ヶ沢） 

・氣比神社 

・史跡阿光坊古墳群 

・聖観世音菩薩立像 

・百石えんぶり 

・日ヶ久保虎舞 

・本村鶏舞 

・本村獅子舞 

・百石まつり 

・下田まつり 

スポーツ施設 ・都市農村交流センター美郷館 

・村営金ヶ沢スキー場 

・村営プール 

・いちょう公園 

・下田公園 

・町民交流センター 

・いちょう公園体育館 

芸術文化施設 ・キリストの里伝承館 ・大山将棋記念館 

・白鳥の家 

・民具ふれあい館 

・おいらせ阿光坊古墳館 

・縄文の森イベント広場 

レクリエーション 

施設 

・野沢温泉｢鷲の湯｣ 

・新郷温泉館｢鷲の湯｣ 

・間木ノ平グリーンパーク 

・間木ノ平グリーンファーム 

・ウキウキランド 

・迷ヶ平キャンプ場 

・平子沢水と緑の森のキャンプ場 

・しもだサーモンパーク 

・下田公園キャンプ場 

・カワヨグリーン牧場 

・海浜公園 

・いちょう公園 

産直施設 ・道の駅しんごう 

・新郷村地場産品直売センター 

・キリストっぷ 

・観光ＰＲセンター｢味祭館｣ 

・アグリの里おいらせ 

・おはよう広場 

・おっほくん広場 

会所場 ・川代ものづくり学校 

・田んぼの楽校 

・向山駅ミュージアム 

その他 ・㈱泉農場新郷醸造所（長いも焼酎） 

・ミルク&ハム工房 

・有機資源センター新郷 

・日本一の自由の女神像 

・桃川㈱(酒蔵) 

・イオンモール下田 

・明神山防災タワー 

（津波避難タワー） 

・日本一おいらせ鮭まつり 



５ 近隣の町村と連携して取り組むことを想定する分野 

（１）圏域全体の経済成長のけん引 

  ①産学金官民一体となった圏域の経済成長等の推進体制の整備 

  ②産業クラスターの形成、イノベーションの実現、新規創業促進、地域の中堅企業等

を核とした戦略産業の育成 

  ③地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

  ④戦略的な観光施策の展開 

   

（２）高次の都市機能の集積・強化 

  ①高度な医療サービスの提供 

  ②高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

  ③高等教育機関等と連携した地域の人材育成 

 

（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

  ①生活機能の強化に係る政策分野 

   ・医療体制の充実 

   ・子育て支援の充実 

   ・高齢者福祉の充実 

   ・障がい者福祉の充実 

   ・中小企業従事者の福祉向上 

   ・消費者支援の充実 

   ・社会教育の充実 

   ・学校教育の充実 

   ・高等学校による地域活動の促進 

   ・スポーツ活動の機会の充実 

   ・不法投棄の防止 

・安全・安心なまちづくりの推進 

 

  ②結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

   ・地域内外の住民との交流・移住促進 

    

  ③圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

   ・圏域内市町村職員の育成 

   ・女性の活躍促進 

   ・NPO等の活動促進 
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